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 ■ 法人名 ：北ケーブルネットワーク株式会社 
 ■ 部 署 ：管理部 
 ■ 役 職 ：課長 
 ■ 氏 名 ：福田 正義 
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 ■コメント： 
 （質問１）について 
        取引分類に代えて使用権モデルを採用することは適当でない。 
        ファイナンス・リース取引については実態に照らし、採用は仕方ないものと考えるが、 
        オペレーティングリース取引は権利未履行部分いついても負債が計上される可能性が高く、 
        資産計上をこれに基づいて行うことは適当でない。 
        ただしファイナンス・リース取引においても簡便的に金利相当部分している部分に 
        貸手における保険料や固定資産税が含まれており、これを借手の金利と計上することは 
        使用権モデルにおいても     適当でないと考える。 
 
（質問３）について 
        短期間のリースについては便益に対するコスト相応でないと考えるため、 
        簡便的な会計処理が適当である。 
        金額にもよるものと思われるが、賃借料として処理した場合と使用権モデルを採用した場合に、 
        財務諸表に大きな影響を与えるとは考えにくい。 
        採用するのであれば、何某かの基準を設けて重要性が高いものだけに採用すべきである。 
 
 
（質問４）について 
        すべての更新オプション等を含めるのは適当でない。 
        多くのファイナンス・リース取引は、リース期間を使用期間（耐用年数）と想定していて、 
        またファイナンス・リース取引は法定耐用年数を基礎として一定のものに限定されている。 
        再リースを行うか否かの判断はリース期間の満了が近づいたときに行われることが多く、 
        リース開始時で判断することは困難であり、また判断にバラつきが出るので適当でない。 
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